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文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
を
実

施（
町
内
文
化
財
で
の
消
火
訓
練
）

　

１
月
26
日
は
、
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に

文
化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の

災
害
か
ら
守
る
文
化
財
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
，
昭
和
24

年
1
月
26
日
に
，
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

伊
野
地
区
に
お
い
て
は
１
月
26

日
に
、「
椙
本
神
社
」
で
、
文
化
財

防
火
デ
ー
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
火
災
発
生
と
の
想
定
の
も

と
、
屋
外
消
火
栓
や
、
消
火
器
で

の
初
期
消
火
訓
練
に
引
き
続
き
、

伊
野
分
団
と
仁
淀
消
防
組
合
消
防

署
が
合
同
で
、
消
防
ポ
ン
プ
車
等

を
用
い
て
の
消
火
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
川
地
区
で
は
１
月
26
日
に

「
本
川
新
郷
土
館
」
と
国
の
重
要

文
化
財
で
あ
る
「
山
中
家
住
宅
」

に
お
い
て
、
本
川
方
面
隊
、
仁
淀

消
防
組
合
吾
北
分
署
、
四
国
電
力

株
式
会
社
と
合
同
で
、
文
化
財
施

設
の
防
火
設
備
・
電
気
設
備
の
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

い
の
町
で
は
、
町
内
在
住
の
方

で
地
域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に

従
事
し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、

健
康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
18
歳
以

上
の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
ま
た
は

仁
淀
消
防
署
（
☎
８
９
３-

３
２

２
１　

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

３
月
の
消
防
団
行
事
予
定

・
３
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）
は
、

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

・
火
災
予
防
期
間
中

　

町
内
各
幼
稚
園
、
保
育
園
に
て

防
火
パ
レ
ー
ド
や
防
火
餅
つ
き

・
３
月
４
日
（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
春
季
演
習

【
火
の
用
心  

こ
と
ば
を
形
に  

習
慣
に
】

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

　

今
年
も
３
月
１
日
（
木
）
か
ら
７

日
（
水
）
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一

斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と

か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま

た
一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急
速

に
延
焼
拡
大
し
、
大
火
と
な
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
め
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
「
火
の
用
心
」

に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
並
び

に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
高

齢
者
、
幼
児
等
の
発
生
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
子

ど
も
の
生
活
す
る
部
屋
は
一
階
の

避
難
し
や
す
い
所
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
を
契
機
に
各
家
庭
各
職

場
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
や
電
気
器

具
等
の
点
検
整
備
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

−

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

−

【
３
つ
の
習
慣
】

①
た
ば
こ
の
不
始
末
は
、
絶
対
や

め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

（
条
例
で
義
務
化
）

②
被
害
軽
減
の
た
め
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
製
品

を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

■
問
い
合
わ
せ

　

火
事
・
救
急
は 

１
１
９
番

　

火
災
等
の
問
い
合
わ
せ
は　
　

☎
８
９
３-

３
８
０
０

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

☎
８
９
３-

３
２
２
１

　

吾
北
分
署

☎
８
６
７-

２
８
１
２

普
通
救
命
講
習　

受
講
者
随
時

受
付
中
（
毎
月
第
２
日
曜
日
実
施
）

ニ
ュ
ー
ス

平
成
29
年
度
元
気
“
イ
キ
イ

キ
”
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
修
了

　

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
「
一

人
ぼ
っ
ち
を
感
じ
な
い
」「
い
の
町

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

温
か
み
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

イ
キ
イ
キ
と
活
動
す
る
こ
と
で
地

域
も
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
た
講
座
を
今
年
度
も

開
催
し
ま
し
た
。

　

６
回
に
わ
た
る
講
座
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
方
が
参
加
し
、
熱
心
な
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
に
よ
る
講
演

の
ほ
か
、
講
義
内
容
に
関
連
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
の
ミ
ニ
講
話
や
、
町
内
の
福

祉
活
動
団
体
の
社
会
見
学
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
社
会
見
学
は
、
参

加
者
に
と
っ
て
大
変
刺
激
に
な
っ

た
よ
う
で
「
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
、

動
機
に
感
動
し
自
分
の
意
識
を
再

確
認
し
た
」
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
参
加

者
・
お
世
話
役
両
者
の
居
場
所
づ

く
り
の
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

山中家住宅防火設備点検の様子


